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１、研究会日程表                        

 

 

第1日目 11月2日 （木曜日） 

13:00〜18:00 ライブサージャリー 
   

 1     

   

  

17:00〜 今後の方向性検討会 
 1   

   

19:00〜 総合懇親会 

 

 

第2日目 11月3日 （金曜日・祝日） 

10:00〜 ハンズオンセミナー 
 

 1   

12:00〜12:45 ランチョンセミナー 
 

 1   

   

13:00〜16:00 症例検討会 
 2  1  



２、症例検討会プログラム                        

 
 

 

開会の挨拶            札幌医科大学形成外科教授 四ッ柳高敏 

 

 

 

演題第１部                 座長 小林眞司（神奈川県立子ども医療センター形成外科） 

 

 

１．外傷後全耳介欠損に対し再建を行った１例 

  

 

 

２．当院における小耳症の相談症例 2 例 

  

⁸ ⁸ ⁸  

 

３．東海大学の小耳症手術の変遷 

  

 

 

４．耳介再建後長期経過症例 

  

 

 

 

５．耳介低位と前方折れ曲がりを伴った小耳症の１例 

  

 

  

 

 

６．犬咬傷による耳垂欠損再建の１例 

 

 

 

 

 

 



 

演題第２部                 座長 鳥谷部荘八（仙台医療センター形成外科） 

 

 

７．外耳道が前方低位に存在する小耳症の再建手術 

  

 

 

８．扁平な再建耳介の修正手術 

  

 

 

９．左絞扼耳輪、右小耳症の再建方法についての相談 

  

⁸  ⁸  

 

１０．小耳症に対する肋軟骨移植術後に一過性顔面神経麻痺を来した１例 

   

 

 

１１．2nd Congress ISAR, Beijing 参加報告 

  

 

 

 

１２．複数回鼓室形成、乳突切開施行された小耳症の１例 

  

 

 

 
閉会の挨拶            札幌医科大学形成外科教授 四ッ柳高敏 

 

 

 

 

 
 

 

 
 



3、参加者名簿                     

 

 

                                50   
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４、Photo コーナー（研究会の様子）                    

ライブサージャリー    

  

今後の方向性検討会 

  

ランチョンセミナー 
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総合懇親会 
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５、参加者の感想                      

 

 

１．東海大学医学部 外科学系 形成外科学  花井潮先生より 

 

∆≢⌐ ─⌐⅔™─∆╢ ─ ≢⁸ 1 ⅜ ↕╣╕⇔√⁹ 
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ꜝfi♅ꜛfi☿Ⱶ♫כ 
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２．香川大学医学部 形成外科・美容外科   濵本有祐先生より 
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６、主催者から                     

 

札幌医科大学 形成外科  四ッ柳高敏 
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７、会則                         

 
 

 

 │ Japan Society for Auricular Reconstruction : JSAR≤ ∆╢⁹ 
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